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曩に私は肝外胆道の解 剖学的研究 を試 み,

その部の粗大神経分布 に関す る検索を行つた

が,其 の際此等肝外胆道 に至 る諸神経の基点

をなす腹 腔神 経 節 に 就いて も特に興味を覚

え,各 神経枝を入念に追求 して1, 2の 知見

を得たので此処に報告す る.

研究材料及び研究方法

実験動物 としては犬7頭 を用い,Schabada

schのMethylcnblau法 に よ り神経 を 生 体 染

色して之を双限拡大鏡下に追求 した.

所 見

腹腔神経節は腹腔内神経節 中最 も顕著な も

ので,左,右 両側の神経節 よ り形成せ られ.

腹腔動脈基部 の下側に於 て大動脈の前左側及

び前右側に偏 して認め られ る.而 して礒 川も

記載 した如 く一般 に右側 の ものは左側 に比 し

稍々高位であ る.此 等両側腹腔神経節は図に

も見 る如 く多数の神経枝に より互いに密に連

絡するものであるが,之 は特 に腹腔動脈基部

下側に於て緊密で,非 常 に強大 なる神経枝に

より互いに移行す るが如 き像を示 し,場 合に

より両者は全 く融 合して一個 の神経節を形成

する場合も観察 された.

次に腹腔神経節の下側 に於て上腸間膜動脈

基部 を下方 よ り包 圍す る一つの神経節があ

る.之 は即ち上腸間膜神経節 で本神経節 と両

側腹腔神経節 との関 聯 に 関 してはUchida,

 Hirt等 に より互 いに癒合す る場 合と,判 然 と

分離する場合のあることが述べ られ てい る,

又〓川は家兎に於 て左腹腔神経節 と上腸間膜

神経節 とが連絡 し,1個 の細長 い神経節 を形

域する場合を約30%に 認めたが,右 側 腹腔

神経節との融合 は全 く認めなかつた としてい

る.私 の犬に於て〓た所見 では左側腹腔神経

節 と上腸間膜神経節 との融 合は総ての例に之

を認めたが,右 側 腹腔神経節 に関 して も多 く

の場 合融 合を認め,明 らかに分離 した ものは

1例 のみてあつた.故 に犬に於け る此の部神

経節は図に見 る如 く,三 者は互 いに融 合して

一体 とな り上腸間膜動脈を取 り圍むが如 き像

を呈 している.

次に此等神経節 より発す る神経枝の走行 に

〓いて観察す る.

(1) 左胃動脈に沿 う神経.

腹腔神経節を発 し左胃動脈に沿 う神経は数

条 認め られ,そ の内2～3条 は図に見 る如 く

左右神経節融 合部 より発するもの,及 び この

部 より脾動脈 に向 う神経 よりの分枝で,他 は

すべて左腹腔神経節頭端 より発 し,脾 動脈の

後側 よ り左胃動脈に向 うもののみである.而

して右 腹腔神経節 よりの直接 の分枝 は認め ら

れなかつた.此 の他 左胃動脈起始部に尚数条

の神経枝を 見るが,之 は右迷走神経に由来 し

た神経で,之 に関 しては後述す る.

(2) 肝動脈に沿 う神経.

肝動脈に沿 い肝 外 胆 道 を支 配 す る神経は

10数 条 を算え る.其 の大部分は右 腹腔神経節

頭端 より発 し,両 神経節融 合部 よ り発す るも

のは1, 2条 のみであ る.又 左胃動脈に沿 い

下行 した右迷走神経の1枝 で神経節 に入 るこ

とな く,直 ちに肝動脈 に沿 い走行す るものを

7例 中6例 に認めたが,左 側神経節 より走行

す る神経枝は発見 され なかつた.

(3) 脾 動脈に沿 う神経.

此の部には6～7条 の神経枝を認め るが,

其 の大部分 は左腹腔神経節 より発 し,他 の1,

 2枝 は融 合部 よ り発 している.又 此 の部 に於

て も左胃動脈に沿 い下行 した右迷走神経で,
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神経節に入 る直 前で共の方向を転 じ,脾 動脈

に沿い走行 するものが7例 中4例 に認め られ

た.尚 右腹腔神経節 よりの直接 の分枝は発見

されなかつた.

(4) 上腸間膜動脈 に沿 う神経.

此 の血管 に沿 う神経は最 も複雑で,其 の大

部分 は上腸間膜神経節 よ り発す るが,こ の他

両腹腔神経節の内側縁 より発す る多数 の神経

枝 も之に參加 する.又 腹腔 神経節頭端 よ り発

し,脾 動脈,左 胃動脈等 に向 う神経枝 より分

岐 した比較的 小な る神経枝が 再び飜転 して 上

腸間 膜動脈 に向 うものも数本認められる.次

に右迷走神経 よりの直接 の分枝が,直 ちに 本

血管に沿 い走行す る場 合も7例 中 例に観察

す ることが出 来た.

(5) 副腎に至 る神経,

図 に見る如 く,左,右 腹腔神経節及 び上腸

間膜神経節 の外側縁 より分岐 した 多数の小神

経枝 が之を支配 している.

次に迷走神経 と副腎 との関係に〓ては 今尚

疑問の点が 多いがHirt, Uchina等 は 人に於

て 左迷走 神種が左側副腎に直接 枝を与 えるの

を記載 して いる.し か し猫,犬,家 兎ては之

を見 ない とした.私 も 大に就て左側迷走神経

よ り左側副腎 に至 る神経枝は遂に認め ること

が出来 なかつたが,右 側迷走神経 よ りの小分

枝が直接右 副腎に進入す るのを1例 に於て観

祭 した.

尚副腎 と内臟神経 との関係につ いては後述

す る.

(6) 迷走神経.

右迷走神経は食道の右 後側を下行 し,胃 噴

門部附近 に於て2枝 とな り,内 側の1枝 は胃

小彎 部 より胃後壁に分 布す るが,外 側の1枝

は 胃体 より離 れて左胃動脈 に沿い,此 の部 で

数条 に分岐 し,下 方に進む.か くて左 胃動脈

起始部に達 した迷走神経枝は腹腔動脈上側 を

通過 し,其 の最 も 〓な る1枝 は直 ちに右腹腔

神経節に侵入す るが,他 の比較的 大なる2,

 3枝,及 び最 も強大 なる1枝 よ りの分枝は屡

々左 腹腔神経節に も侵 入す るのを認めた.

尚右迷 走神経枝 よ りの分枝が腹腔神経節に

入る ことな く直ちに肝 動脈,脾 動脈,上 腹間

膜動脈等 に向 うことは屡 々観察 され,之 に関

しては 上述 した.

左迷走神経は下行 して右迷走神経 と小枝に

よ り吻 合しつ ゝ,胃 前壁に分布 するが,之 と

腹腔神経節 との連絡 は遂に発見 することが出

来なかつた.

尚迷走神経 と腹腔神経節 との関係について

は比較的古 くより研究 され,Hirt, Uchida等

は 人類に於て迷走神経右側枝は左胃動脈に沿

い下行 して右腹腔神経節の頭端 より之に侵入

す るが,一 方迷走神経左側枝は噴門上方に於

て食道を圍み,孤 を描 きつ ゝ下行 して左副腎

に至 り,腹 腔神経節 には共 の左側 より侵入す

る と述べている.し か し迷走神経 と腹腔神経

節 との関係は動物によ り多少趣 を異にする如

く,Hirtも 迷走神経右側枝の右 腹 腔神 経節

侵 入は前に決定的であ るが,左 側枝の左神経

節 侵入に関 しては猫,犬,家 兎に於て之を否

定 している.Mullcr, Ellinger und Hirt, Sappy

等 によつて も略 々同様 の記載 があ り,私 の得

た所見 と一致 している.

尚迷走神経 と副腎 との関係については 上述

した.

(7) 内臟神経.

横隔膜脚部の右 交感神経節状索 を発した右

大内臟神経 は下行 して右副腎下 の右内臟神経

節に入る.こ の内臟神経節は一般に複雑なる

形状を呈す るが,そ の内側縁 より3～4条 の

神経枝が出て,之 は右腹腔神経節,尾 部,及

び腹腔,上 腸間膜両神経節融合部 と複雑なる

連絡 を している.又 下側 に於 ては比較的太い

神経枝に よ り腎神経節 と吻 合す ると共 に多数

の 小神経枝 を出 し副腎を後側 より支配 してい

る.

次に右小内臟神経は外側 よ り腎神経節に侵

入するが,途 中2～3枝 を出 し上腸間膜神経

節及ひ之 と腹腔神経節 との融 合部 と連絡する

と共 に多数 の 小枝を副腎に送つている.

尚腎神経節下側 よりは腎門部 に向う多数の

神経枝が認 められ る.

次に左側内臟神経節に関 しては右側に於け



腹腔神経節附近 の神経について　 543

ると略々同様であるので省略する.

(8) 下横隔膜動脈 に沿 う神経.

下横隔膜動脈に沿 う神経は上腸間膜神経節

及び腹腔神経節 より発 した小神経枝で,動 脈

壁を壥絡 しつ 横ゝ隔膜脊推部に入 り,之 の部

で腹腔内に出た横隔膜神経後枝,即 ち腹腔横

隔膜神経 と吻合 し,横 隔膜神経叢を形成 して

いる.之 はLuschka, Sappy, Anold, Pansini

等により記載 され た 所見 と全 く一致 してい

る.

結 語

以 上 私 は 犬7頭 を 用 いSehabadaschの

Methylenblau法 に より腹腔神経節附近の神経

分布を追求 し次の如 き結果を得 た.

(1) 両側腹腔神経節及び上腸間膜神経節は

常に緊密なる吻合を有 し,上 腸間膜動脈基部

を包圍するが如 き像を示す.

(2) 此等の神経節 よ り発す る神経枝 は脾動

脈,左 胃動脈,上 腸間膜動脈等 に沿い,脾,

胃,肝,腸 間膜及び腸管等に分布す る.而 し

て右腹腔神経節 よ り発す る神経 は主 として肝

動脈に,又 左腹腔神経節 よ り発す る神経 は脾

動脈,左 胃動脈 に沿い走行す る.尚 上腸間膜

神経節よりの神経枝は両側腹腔神経節 よりの

小枝を混 えつ ゝ上腸間膜 動 脈 に 沿い 走 行す

る.

(3) 右迷走神経は噴門後側に於 て2枝 に分

れ,1枝 は胃後壁を支配す るが,他 の1枝 は

左胃動脈 に沿い下行 し,腹 腔動脈 上側を横切

り主 として右 腹腔神経節 に,又 一部は左腹腔

神経節に も入 る.尚 この際神経節 に入 ること

な く分岐 して肝,脾,上 腸間膜動脈 に沿 うも

のも屡 々認 められた.尚1例 に於 て右迷走神

経の1枝 が直接右副腎に入 るのを観察 した.

左迷走神経は噴門部右側に於 て小枝を分岐

し,肝 胃靱帯 を経 て肝臟 に至 るが,他 は胃前

壁 を支配 し,腹 腔神経節及 び副腎に入るもの

は観察出来なかつた.

(4) 内臟神経は副腎後側に於 て内臟神経節,

及び腎神経節に入 り,腹 腔神経節,上 腸間膜

神経節 との吻 合しつ ゝ副腎及 び腎門部 に分枝

を与ふ る.

(5) 下横隔膜動脈に沿い上行 した腹腔神経

節及び上腸間膜神経節 よ りの小枝は横隔膜神

経 の腹腔内に出た1枝,即 ち腹腔 横隔膜神経

と吻 合しつ ゝ横隔膜神経叢 を形成す る.

擱筆するに臨み御指導と,御 校閲を賜わつた三宅

教授に満腔の謝意を表する.
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第1図

第2図

1. 右迷走神経

2. 左 胃動脈

3. 脾 動 脈

4. 左腹腔神経節

5. 大内臟神経

6. 小内臟神経

7. 左 副 腎

8. 左腎動脈

9. 上腸間膜神経節

10. 上腸間脈動脈

11. 右腎動脈

12. 右 副 腎

13. 右小内臟神経

14. 右大 内臟神経

15. 右腹腔神経節

16. 腹腔動脉

17. 肝 動 脉

18. 大 動 脉

19. 大動脉神経節

20. 右腎神経節

21. 右 腎

22. 右 内臟神経節

23. 交感神経節状索

24. 右下横隔膜動脉

25. 横 隔 膜

26. 腹腔横隔膜神経


